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Padarthadharmasamgraha とその 注釈書にお ける

内属 と結合の 関係項 （sambandhin ）につ い て

平　野　克　典

1． 問題 の 所在　ヴ ァ イ シ ェ
ー シ カ学派 （v 学派）が 説 く， 事物 を結 び付 け る

〈関係 〉（sambandha ） に 内属 （samavaya ） と結合 （salnyoga ）が あ る． こ れ ら異 な っ た

〈関係 〉の 関係項 （sambandhin ）は， 共通 した 数 々 の 術語 で V 学 派の 諸文献 に 言及

され て い る ． 先行研究 で は こ れ ら術語の 概 念 が 十分 に区別 ・説 明 され て い る とは

言 い 難 い
1）
． 本稿 で は ，

V 学派 の 学 匠 PraSastap五da （ca ．・550−600）
2）

の Paddrthadha −

rmasapagraha （PDhS ） とそ の 注釈書 に依拠 して ， 関係項 に対する術 語 の うち，3 つ

の 術語 「巨dh五ra と 巨dh訌rya」， 「adhikarapa と adhikartavya 」， 廊 raya と fiSrayin」 に着

目 して
，

こ れ らの 用 例 の 分 析 を通 じて 3者の 概 念 の 共通 性 と差 異 を明確 にす る と

共 に ， 関係項 か ら見る 内属 と結合 の 相違 を示す．

2 ． adhfira と Adhfirya （保持者 と被保持者） PDhS は 内属 の 定義 を 「被保

持 者 と保 持者 と して あ る離 れ て成 立 して い る こ との な い 諸 事物 の 関 係 で あ り，

『こ こ に ［こ れ が あ る］』 とい う認識 の 原 因で あ る もの ， そ れ が 内属 で あ る」
3）

と

述 べ る ． 関係 項 の あ り方 を述 べ た 下 線部 「被保持者 と保持者」（5dhsrya−Edh5ra）
4）

に PDhS は詳細 な説明 を加 えて は い な い が ， そ の 現存最古の 注釈書，
　 VyomaSiva

（ca ．90（F960）の Vyomavati （vy）に次 の よ うな注 釈 を確認 で きる ．

　そ れ （空 間 と ［飛 んで い るコ鳥との 関係）を排 除する た め に， 「被保持者 と保持者」 と

　 い う語が ［PDhS の 内属の 定義 に ある ］． また ， 空 間は保持者で も被保持者で もな い ． な

　ぜ な らば
， 下 位 と上位 の 関係 ［とい うダ ル マ ］が 匚空間 には］ な い か らで あ る．実 に，

　結合 した諸実体
5）

に下位 と上位の 関係が あるな らば， そ の 同 じ ［諸実体］ に保持者 と被

　 保持者の 関係が ある ．皿 とナ ツ メ 実 な ど には ［下位 と上 位 の 関係 が］ 認 め られ る． しか

　 し ， そ ［の 下位 と上位の 関係 とい うダ ル マ ］は空 間には ない ． なぜ ならば ， それ （空間）

　は覆 うもの と して
， 鳥 を覆 っ て存在 して い るか らで ある

6）
．

上 記引用文に 関係項の 2種類の あ り方を確認 で きる． 「保持者 と被保持者 」 と し

て ある 関係項 と
， そ うで は ない 関係項 で ある． そ して ， 内属が 前者に存す るの に

対 し
， 結合 は 両者 に 存す る と され る． V 学派 にお い て ， 「空 間 と鳥 との 関係 」， そ

して 「皿 とナ ッ メ 実 との 関係 」は各々 結合 で ある ． w はそれ を受け入れ つ つ
， 「下
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位 と上 位の 関係」が 認め られ る 「皿 とナ ツ メ 実」 に は 「保持者 と被保 持者」が成

立 し ， 認 め られ な い 「空 問 と鳥」 に は 成 立 しない と述 べ る
7）
． すな わ ち ， 関係項

に 上 下 とい う空 問上 の 位 置 関 係 が 認 め られ るか 否 か に 基づ き， 結合 の 関係項が

「保持者と被保持者」 と して あ るか 否か の 区別が なされて い る
8）
．

　§ridhara （ca ．・950−1000）の Nydyakandali （NK ）は 当該 の 「adhara と 5dh5rya」 に直

接 的な 注 釈 を加 え て は い な い が
， 内属 と結合 の 関係項 を共 に 「保持 者 と被 保持

者 」 と 表現 して い る
9）
． Udayana （ca ．1050− 1100） の Kira4avali （Kir） は

， 「… 『被

保持者 と保持者 と して あ る ［諸事物 ］ の 』 とい う語が ［PDhS の 内属 の 定義 に あ

る ］． 被保持者 と保持者 の ［関係］ は 本 来的 に ［生起 し］， 偶然的 な性質 に よ っ て

［生起す る ］ の で は ない とい う意味で あ る」
ゆ

と注釈 す る． つ ま り， 内属の 関係

項 の うち
，

ど ち らが 保持 者 とな り，
ど ち らが 被 保持者 とな る か は事物 （関係項）

の 本 質 （svabhava ） に基 づ くと して い る ．

3 ． adhikarapa と adhikartavya （基体 と付属者） PDhs の 「内属 の 考察の 章」

に 言及 され る内属 と結合 に 関す る 4 つ の 相違 点の 1 つ に ， 「また
， それ （内属 ）は

結合 で は ない ．
…

［内属 は］基体 と付属 者 との 問 に の み 存す る か ら」
11）

が あ る。

内属が 「基体 と付属者」 と して あ る諸事物に の み存する とい う明示 は
，

一
方の 結

合 が基 体 と付属者 と して ある 諸事物 と
， そ うで は な い 諸 事物に存 して い る こ と を

暗示 す る ． す わ な ち ，
PDhS は 関 係項 に 2 種類 の あ り方 を想定 し ， 内属 は 1種類

の み に
， 結合 は 2 種類 に 成立す る と考 えて い る こ とに な ろ う． さ て

，
vy は 当該

箇所 に 注釈 を加 えて い な い が ， 内属 と結合 の 関係 項 を共 に 「基体 と被保 持者 （付

属 者）」 と表現 して い る
12）

．NK は 以下の よ うに注釈する，

　結合は
， 独 立 した 2 つ の 事物の 問 に も存す る ．例 えば，直立 した状 態 にあ る 2 本の 指の

　 問に ［結合 が存する］． しか し t
こ れ （内属）は 基体 と付属者 との 問にの み存す る．従 っ

　て
，

こ れ （内属） は結合で は な い
13）

．

NK は 関係項 に ，独立 した諸事物 と， 基体 と付属者 と して ある諸事物の 2 種類 を

示す
14）

． 内属 が 後者 に の み 成立 する の に対 して
， 結合 は両者 に成立 す る と して

い る． 「独 立 した 諸事物 （関係項）」 の 例 に ， 直 立 ・垂 直の 状態に あ る密 着 した 2

本の 指 を NK は挙 げる ． 垂直で あるが 故 に ， 左右 に並 ぶ 二 指の ど ち ら が 厂上 に置

くもの （基体）」で
，

どち らが 「上 に置か れ る べ きもの （付属者）」 とは言 え ない
15）

．

つ ま り， 結合 の 関係項 に 対す る基体 と付属者 の 決定に は ， 上下 とい う空 間上 の 位

置 関係が 介在 して い る の で ある．
一

方 ， 基体 と付属 者 と して ある 結合 の 関係項の

例 に ，
皿 とナ ツ メ 実や

，
重 層状態 にあ る 2 本の 指 な どが あ る ． 両例の 関係 項 は ど
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ち らが 基体 で
，

どち らが 付属者か を決定する 空間上 の 上 下 関係 が 明確 で あ る． な

お ，
Kirは 同章 の 注釈部 分 を欠 い て お り確認で きな い ．

4． iSraya と fiSrayiil（拠 り所と拠 るもの ） PDhS は 「内属の 考察の 章」で
，

瓶と凝乳の 結合 は 1 つ で あ っ て も， 拠 り所 と拠 る もの との 関係 （aSraya−aSrayi−bhava） は

決定 して い る．そ の ように ，実体性 などに おい て も， 内属は 1 つ で あ っ て も被顕示者 と

顕 示者 の 潜在力 の 相違 に 基 づ い て ，保持 者 と被保持 者 （adhara−adheya）は 決 定 して い

る
16）

．

と述べ
， 結合 の 関係項 を 「拠 り所 と拠 る もの 」 と し ， 内属の 関係項 を 「保持者 と

被 保持者 」 と区別 して い るが ，
PDhS 全体で は

， その 注釈書 も同様 に ， 内属 と結

合 の 関係項が共 に 「拠 り所 と拠 る もの 」 と言及 されて い る
17）

． また ，
PDhS とそ

の 注釈 書 は， 関係 項が 上 下 と い う位 置 関 係 に あ るか 否 か に よ っ て ， 結合の 関係項

を 「拠 り所 と拠 るもの 」 として あ る場合 と ， そ うで は ない 場合 とに 区別 してい な

い ． 例 え ば
，
PDhS は 「知覚 さ れ るべ き保持者 （adh5ra）に 内属 して い る 存在性 ，

実体性 ， 属性性 ， 運動性 な どは， ［存在性 な どの ］拠 り所 （aSraya）を捉 え る諸 々

の 感官 に よ っ て 捉 え られ る． 以 上 が 我 々 な どの 直接知覚で ある」
18）

と述 べ る． 当

該 の 「拠 り所」 は存在性 を拠る もの とす る
一

方で
， 感官 も拠 る もの と して い る．

結 合 に よ っ て 結 ば れ る感 官 とそ の 対 象 （［存在性 な どの ］拠 り所）に は 空 間上 の 上

下 関係 を指摘 で きない が ， 「拠 り所 と拠 る もの 」 と理 解 され て い る ．

　
一

方 ， 内属 の 場合 ， 関係項の 上下 の 位置 関係で は な く， 「被 顕示者 と顕示 者の

潜在力 の 相違」 に 基づ き 「保持 者 （基体 ，拠 り所） と被保持者 （付属 者，拠 る もの ）」

が決 定され る ． 簡潔に言えば ， 牛 に は牛性 を顕示す る潜在力が あ る た め ， 牛 （保

持 者）に の み 牛性 （被保持者）は存す る こ とに なる ， 牛 は牛性 を保持者 とする こ と

は ない ． そ う した 組み 合 わせ は先 の Kir が 言 う 「事物 の 本質」 に 基づ く． 換 言 す

れ ば
，
V 学派 の 体系 に よ っ て 決定され て い る もの で あ る 。

5 ． 結論 V 学派 が 説 く内属 と結合 の 関係項 に対 す る 3 つ の 術 語 を PDhS とそ

の 注 釈書 に依 拠 して 考察 した ． 共通 点 として ， （1）PDhS は 「基 体 と付属 者 と し

て あ る 関係項 と
， そ うで は ない 関係 項」，

vy は 「保持者 と被保持者 と して あ る 関

係 項 と
， そ うで は ない 関係項」，

NK は 「基体 と付属 者 と して あ る 関係項 と， 独

立 した 関係項 」 と述 べ て い る． つ ま り，術語 は 異 な っ て い るが ， 各々 関係項 の あ

り方 に 2種 類 を想定する ． （2）内属 は 3 つ の 術 語 で 言及 され る 関係 項 に存 す る．

（3）結合 は 3 つ の 術語で 言 及 され る 関係 項 と ， そ うで は な い 関係項 に 存す る．

Vy と NK に よ れ ば
， 関係 項 に 空 間上 の 上 下 とい う位 置 関係が 指 摘 で き れ ば

， そ
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の 関係項は 「保持者 と被保持者」あ る い は 「基体 と付属 者」と呼ば れ る ． しか し，

「拠 り所 と拠 る もの 」の 場 合は， そ の 限 りで は な い ． 従 っ て ， 結合 の 関 係項 に関

して い えば ， 概念 ヒの 類似点か ら ， 「基体」と 「保持者⊥ 「付属者」と 「被保持者」

は 同値 と見なす こ とが 可能 とな る． そ して ， 「拠 り所 と拠 る もの 」は 「保持者 と

被保持 者」や 「基 体 と付属者 」 よ りも， 広範 な関係項 の あ り方 を指示 して い る と

い えよ う．

　最後 に
， 内属 と結合 の 関係項 は 共通 した術 語 を もっ て 示 され る が ， 関係項 の あ

り方 は異 な っ て い る． そ の 異 な りは， 両 く関係〉の 相 違 点を表す と共 に ， 同
一

の

言葉 （術語）が 必ず し も同
一

の 世界構造 （関係項の あ り方）を指示 して い るわ けで

は ない こ と を示 唆 して い る．

1 ）Halbfass ［1993 （1992）： 97］ は aSraya と dharminとの 概 念上 の 相 違 を述べ て い る ．

2 ）論 師 の 年代 は Potter（ed ．）［1995 （1977）： 9− 12コ に 基づ く．　　　 3 ）PDhS ，　no ．9：

ayutasiddhan 互m 　adliaryadharabhUt巨n 巨叩　yab　sambandha 　ihapratyayahetub　sa　samavfiyah ．　PDhS の

内属 の 定義 に関 して は
， 平野 ［2014： 134］参照．　　　 4 ）adhdra （保持する もの ，保

持者） と EChhrya （保持 され る べ きもの ，被保持者） は，　 to　hold，　 keep，　 support を意味す

る a−V
厂

dhr か ら派生 して い る ． また
，
　 PDhS で は adhara−adheya と い う組 み 合 わ せ も見 ら

れる ．adheya （上 に 置 か れ る べ き もの
， 保持 され るべ き もの

，
被 保 持者）は，　 to　place

on ，　 keep
，
　 possessを意味す る 互一〜／

厂

dhaの Gerundiveで あ る ．　 adh5rya一互dharaの 訳 語 に関 し

て は
， 金倉 匚1971： 101；232］ は 「保 た れ る 物 と保 つ 物」「所持 と能 持 」， 中村 匚1979；

165；308］ は 「所持 （た もた れ る もの ） と能持 （た もつ もの ）」 「保持 され る もの と保持

する 基体」， 宮元 匚2008：9； 195］は 「保たれ る もの と保 つ もの 」「拠 る もの と拠 られ る も

の」，Jhti［1982 （1915）：32］は
“
the　container　and 　the　contained

”
としてい る．　　　 5）「有

形な る 実体」（miirtadravya ）を意 味す る と思 われ る 「結合 した 諸 実体」とい う語 に よ っ て，

下線部の 条件文が ， 遍在す る実体や ， 実体以外 を関係 項 とす る内属 には 適用 され ない こ と

に な る．　　　 6）Vy，　vol ．　1，　25，
15− 18； tadVyavacchedartham 　adharyfidharagraharpam．　na 　cfikE −

≦asy 盗dh5ratvam互dheyatvaTp　v5
，
　adharottarabh 五vasyibhEvEt ．　yatra　hi　samyogidravyeSv 　adha −

rottarabh 五vas 　tatraiv互dhEr互dheyabh 巨vah 　kU4dabadartid5v　upalabdhas 　tadabhavaS　c互k五Se，　tasya

vyapakatvena 　Salcunim　Vyapya　sadbh 訌vEt．　Hirano［2012：71］参照．　　　 7 ）ジ ャ イナ教 の

PrabhAcandra（ca．　990−1020）の 論書 Prameyakamalamklrtarpdaの 内属批判の 箇所 に言及され

て い る ヴ ァ イ シ ェ
ー

シ カ説に 同様 な議 論 を確 認 で きる．「『こ の 空 間に 鳥が い る』 とい う

認識 の 原因で ある結合に よる逸 脱 は ない ．『被 保 持者 と保持者 と して ある ［諸事物 に は］』

と述べ られ て い る か らで あ る．空間 は覆 うもの 故 に
， まさに鳥の 下位 に あ る こ とは な く，

上位 に ある こ と もな い か らで あ る」（p．　604，16− 18： nApi
‘
ihAkaSe　Salcunih

’
iti　pratyayahetuna

sarpyogena
，　

‘

adh5f互dheyabhUtdnlim
’
　ity　ukteh ．　na 　hy 巨k巨9asya　vyspitvenAdhast 巨d　eva 　bh互vo

’
sti

gakuner　uparyapi 　bhavat．）　　 8）有形なる実体の み を対象 として生 じる 「上下」 とい う

認識 は方角 （diS）を原 因 とす る．　 PDhS
，
　no ．　73 参照．　　　 9 ）NK

， 14，24−25： adharya・
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（214）　　 Pada
’
rtAadharmasarpgraha とその注釈書における内属と結合の関係項 （sambandliin）につ いて （平　野）

dhhrabhUtiinlim　ihapratyayahetUr　iti　kui）dabadarasambandho　na 　vyavacchidyate　tadamham 　ayutasid −

dhana  　iti．　Hirano［2012：93］参照．　　　 10）Kir
，
　18

，8−9：．．．　EdharyEdhaiabhatanEm　iti．　sva −

bh互vata　a（止…iry互dharaぬarP　na 　rV　agantUkena　dharmerpety　arthah．　Hirano［2012： 106
，
　n ，11］参照．

11）PDhS
，
　no ．375： na 　c5sau 　samyogah

，
　sambandhin 互m 　ayutasid （ihatv且d

，
　anyatarakarm5dinimitt 互

sambhav 互d，　vibh 互g互ntatv 巨dar甜 n 互d，　adhikara り盗dhikartavyayor　eva 　bhav烈 iti．　PDhS にお い て adlii−

kara4aと adhikartaVya の 語 は こ の 箇所の み に確 認で きる。訳語に 関 して は，金倉 ［1971：

232］ は 「基 体 とそ れ に 関係 づ け られ る べ きもの 」， 中村 ［1979： 309コ は 「拠所 と拠所

に保 持 され る もの 」，宮 元 ［2008： 197］ は 「拠 られる もの と拠 る べ きもの 」，Jha ［1982

（1915）：677］ は
“
the　container 　and 　the　contained

”
と して い る ． また D ．　N ．　Shastri［1976

（1964）：383，　n ．14］参照．　　　 12）「『こ こ に』 とは基体 で あ り， 『こ れが』 とは被保持

者で あ る．両者の 関係 （結び付 き） な しに は 『こ こ に こ れが 匚ある］』 とい う認識 は生

じない 」 （Vy，　vol ．　II，289，18− 19： iha　ity　adl）ikararpam
，
　idam　i頃 dhey 

，
　tayo覃samban （iham　yina

ihedam　buddhir　na 　bhavatiti．）こ こ で は基 体の 対概念が付 属者で は な く， 被保持者 とな っ

て い る ．adhikartavya は ，
　 to　plaee　at　the　head，　appoint を意味す る adhi 一ψkrの Gerundive で

あ り，
adheya は to　place　on ，

　keep
，
　possessを意味 す る 五一V

“
dh5 の Gerundive で あ る．共 に直

訳 は 「上 に置か れ る べ きもの 」 とな り ，
vy で は 同値 とみ な され て い る と思 わ れ る． ま

た
， 「『こ こ に ［こ れがある ］』 とい う認識」は結合 も原因 とな るた め ， 結合の 関係項 も

「基体 と被保持者」と考える こ とがで きよう．PDhS ，　no ．374： yatheha　kUnde　dadhiti　pratyayah
sambandhe 　sati　drStas

， ．．．．お よび ， 平野 ［2014： 128−130］ 参照 ．　　　 13）NK ，326，10−

11： samyogah 　svatantrayor 　api 　bhavati　yathordhv巨vasthitayor 　a血gulyo虹ayarp 　tv　adhikara 尊互一

dhikartaVyayor　eva 　bhavati　tasman　nayarp 　saqiyogah ．．．．　　 14）前述の PDhS に結合が 「基

体 と付属者 と して は ない 事物」に 存 して い る こ とを読み取 っ た が ， それ が NK で は 「独

立 した事 物」 （svatantra ） と明示 さ れ て い る ．　 　 15） こ の 点 に つ い て は
，
　 B ．　Shastri

［1993： 151］参照．　　　 16）PDhS
，
　no ．381；yath互　kurpdadadhnoh　sarpyogaikatve 　bhavaty　aSra−

y互Srayibh互vaniyamas 　tathE　draVyatv且din5m　api　samavEyaikatve
’
pi　vya 血gyavya負laka函aktibhed 盃d

adhdradheyaniyama　iti．臨 aya 廊 rayin の 訳語 に 関 して は
， 金倉 ［1971： 233−34］は 「所依 と

能依」， 中村 ［1979： 310］は 「基体 とその 基体に 依存せ る もの 」， 宮元 ［2008： 199］は 「拠

られ る もの と拠 る もの 」，Jha ［1982 （1915）：680］ は
“
the　container 　and 　the　contained

”
と

して い る ．　　　 17）内属の 関係項 が 「拠 り所 と拠 る もの 」 と示 され る根拠 は ，
PDhS

，

no ．381： tvagindriyaSarirayob ．．．yuteSv　agrayesu 　samavEyo 　
’
stiti ．．，．なお PDhS で は結合の 関

係項は 「保持者 と被保持者」 とい う語 を もっ て 言及 され て い ない ．　　　 18）PDhS
，
　no ．

240 ： bhEvadravyatvaguロatvakarmatvadin 亘m 　upalabhyEdh 盃rasamavet 互n5m −
indriyair　grahaロam 　ity　etad 　asma 葩 din巨lp　pratyak爭  ．こ の 箇所 に対す る注釈 は ，

　 Vy ，
　vo1．　II

，

143，1（｝−11；NK
，
195

，
7−8

，
　Kir

，
188

，
23−189

，
10参照 ．

［
一

次文献］ Kir　ofUdayana
，
　in　PraSastapδdabhaSyam　with 　the（】ommenta り〜Kiranhvafi（）f　Uda．

アanacdrp ／a
，　ed ．　Jitendra　S．　Jetly，　Gaekwa ♂s　Oriental　Series　154，　Vadodara： Oriental　Institute，

　　　　　　　　　 ノ
Reprint

，
1991．NK 　of 　Sridhara

，
　in　The　PraSastap圧dc〜Bhashya 　with 　Commentary 　Nydyakandaii　of

Sridhara，　ed ．　Vindhyesvari　Prasad　Dvivedin
， 2nd　ed ．，　Sri　Garib　Dass　Oriental　Series　13

，
　Delhi二 Sri
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Padirthadharntasaηpgrahaとその注釈書における内属と結合の関係項 （sambandhin）につ い て （平　野） （215）

Satguru　Publications，1984．　PDhS 　of 　Pra≦astap 百da，　in　Mord　lndex　to　the　PraSastapddabh礁sya，　ed ．

Johannes 　Bronkhorst 　and 　Yves 　Ramseier，　Delhi： Motilal　Banarsidass，1994．　Prameyaka −

mala 〃ta
−
rta4 　da　of 　Prabh互candra ，　in　Prameyokamala −Martan4a 　by　Shri　Prabha　Chandra ，　edited

with 　a　commentary 　on 　Sh　i　Manik 　Nandi
’

s　Pareeksha　Mukh 　Stitra　and 　introduction
，
　lndexes　etc ．　by

Mahendra 　Kumar 　Shastri，3rd　ed ．，　Sri　Garib　Dass　Oriental　Series　94，　Delhi： Sri　Satguru

Publications，1990．　Vy　ofVyoma ≦iva，　in　Vyomavati　of 　VyomaSiivδc∂T：ya，　ed ．　Gaurinath　Sastri，2

vols ．，　Varanasi： Sampumanand 　Sans  t　Vishvavidyalaya
，
1983

，
1984．［二 次文献］ Halbfass

，

Willhelm　1993（1992），
　On　Being　and 　PV7）at　Thene　Js

， 1st　Indjan　ed ．，　Sri　Garib　Dass　Oriental　Series

168，Delhi： Sri　Satguru　Publications．　Hirano 　Katsunori　2012，　Nybya −Vais’e5ika　Phiiosoρhy　and

Text　 Science
，
　Delhi ： Motilal　Banarsidass．　Jh5 ，　Gafig巨nstha 　1982 （1915），

Padarthadha −
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

rmasafig ・aha 　・f　PraSastapada
，
　with 　the　Aryayakand ・ li　・f　S ・idh・・a （Engli・h　T・an ・lati・nP

，

Chaukhambha　Oriental　Studies　4
，
　Repr丘nt

，
　Varanasi： Chaukhambha　Orientalia．　Potter

，
　Karl　H ．

（ed ．）　1995　（1977），Encyclopedia（〜f　lndian　Philosophies，　vo1 。　Il，　Indian　Metaphysics　and

Epistemoiogy： The　Tradition　of 　Ny 　aya −　Vais
’
　eS 　ika　up 　to　GafigeSa，　Reprint，　Delhi： Motilal

Banarsidass．　Shastri，　Biswanarayan　1993，　Samavめya　Foundation　ofAJydya 一陬 ’詑 5疏α 1）hiiosophy
，

Delhi ： Sharada　Publishing　House ．　Shastri，
　Dharmendra 　Nath 　l976（1964），

The　Phil（）so ρhy　of

Nydya −Vais
’
esika 　and 　lts　ConLfiiet　with 　the　Buddhist　Dignfiga　Schooi’ Critique　ofJndian 　Realism

，

Reprint
，
　Delhi　： Bharatiya　Vidya　Prakashan． 平野 克典 2014 「古 典 ヴ ァ イ シ ェ

ー
シ カ 学派の

〈関係〉概念の 研究 ， 『ヴィ ヨ
ー

マ ヴ ァ テ ィ
ー
』 の 「内属関係の 定義の 章」の 翻訳 と訳注

（2）」 『東海佛教』 59，pp．136（17）−123（30）．金倉 圓照 1971 『イ ン ドの 自然哲学』平楽寺

書店．宮元啓 一 2008 『イ ン ドの 「多元論哲 学 」 を読 む　　プ ラ シ ャ ス タ パ ーダ 『パ ダ ー

ル タ ダル マ
・サ ン グ ラ バ 』』春秋社 ．中村 元 1979 「ヴ ァ イ シ ェ

ー シ カ 学 派の 原 典 ， 第二

部パ ダール タ ・ダル マ
・サ ン グ ラ バ 」 『三康文化研 究所年報』10−11号 ， pp．157−316．

（本研 究 は ， 科学研 究 費補助 金 ［基 盤研 究 （C ）］課 題 番号 25370061 「〈関係〉概念 に 基

づ くヴ ァ イ シ ェ
ー シカ学派の 存在論 の 再 評価 」（研 究代表者 ： 平 野 克典）の 成 果 の

一
部

であ る．）

〈キ ー
ワ

ー ド＞　samav 五ya，
　 sa卑 yoga ，

　 adh巨ra
，
　 adhikarapa

，
5Sraya

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（愛知学院大学非常勤講師，博士 （文学 ））
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